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問題劇の複合語
柳　田恭子
1．はじめに
　この小論では4つの間題劇に於ける複合動詞と，問題劇の複合語一（一）一
でとりあげなかったあまり一般的でない少し複雑な語形成や問題のある複合
名詞を扱い，最後にこの一問題劇の複合言卜（一〉一，一（二）一，一（三）一に
於て考察した複合語の全般にわたる総括を試み，特徴的な点を述べてみたい。
五．
VerりCompounds
　問題劇に見られる複合動詞はその語形成に於て，不変化詞（out，over（o’er
を含む），up）＋動詞である。不変化詞を第一要素に持つ複合動詞ではその
不変化詞は副詞と考えられる。不変化詞＋動詞は古い語順でOEに於ける
非常に一般的な型であるが，今日では非常に多産的と云うわけではなく，普
通は副詞的修飾語は動詞の後に来る。
outが位置を示す意味の場合は決して動詞を形成する力はない。
次のout＋動詞の場合，outは’exceeding’や’surpassing’と云う比喩的
な意味で，outは自動詞を他動詞に変える。
outfly・。・…　adv．十verb・・一・・　　　　　　verb十〇bject十adverbial
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（T．H．3．115）1614
surpassothersatflying　　　‘toflyfasterthan，toescapebyflying’
outswell……adv．十verb…　　　　　verb十advervial
（T．W．5．9）
swell　out　larger　than　　　‘to　exceed　in　swellingヲ
outは本来の動詞の接頭辞として付加されるばかりでなく，名詞から機能的
に転換された動詞と共に‘exceed’や‘surpass’の意味で使われる。次の
2例ではoutは名詞を動詞に変える働きを為している。そのような転換は，
しばしば複合語に於てだけ見出される。そして名詞に於て暗黙のうちに了解
される状態や行為の過度の遂行を意味する。画有名詞から転化された動詞と
共に使われる場合はその人物の特性を暗示し，一層表現力がある。
out－herods（Herod）……adv．＋noun（proP．）Herod＋一s（＋proP．noun）
（H．皿．2．14）　　　……verb＋object
outdo　Herod　　‘（represented　in　the　old　Mystery　Plays　as　a　blustering
　　　　　　　　tyrant）in　violence；to　be　more　outrageous　than　the　most
　　　　　　　　outrageous；　hence，　to　outdo　in　any　excess　of　evil　or
　　　　　　　　extravagance（OED），，　　　Herod（verb）ニto　act　as　Herod
この型は17世紀ではFullerに於て，18世紀ではSwiftで少々模倣されてい
るが，19世紀では殆んど無制限に使われた。それ等は文学的な特質を帯びて
いる（1）。
out－villained（villainy）…adv．＋noun－villain＋一edparticiple（＋noun2）
（A．W．3．269）　　　　　…verb十〇bject
outdovillainy　　　‘toexceedinvillainy’
　　　　　　　　　　　　villain（＝verb）＝toactv皿ain・usly
不変化詞overが前置された次の複合動詞の5例は‘mastery’，‘superiority’
または‘excess’の概念を伝える。overは自動詞を他動詞に変える。
　　　　　　　　　　　　　　　一28一
o’er－crow（s）…adv．十verb……　　　　　　verb十adv．
（H．V．2．352）1562　Heywood，
crow　over　　　　　　　　‘to　triumph　over，to　overpowerヲ
この表現はcock　fightingから来ている。
overweigh……adv．十verb……　　　　　verb十adverbia亘
（M．H．4．157）1225　‘to　outweigh，to　overbalance’
to　be　more　important　than
次の3例のoverは‘too　much’，‘excessヲの意味がある。
overhol〔i一・・。。adv．十verb一・…　　　　　　　　verb十adverbial
（T．H．3．132〉
estimate　too　high（a　price）　　‘to　estimate　at　too　dear　a　rate’
over－pay・一・一adv．十verb・一・一　　　　　　　verb十adverbial
（A．皿．7．16）
pay　over　the　amount　　　　　　　‘to　pay　more　than　sufficientlジ
o’er－wrested……adv．＋一ed　participle……　　　adv．＋a〔lj．
（T．1．3．157）×
tootight　　　　　　　‘strained’，
次は前記の5例以外のタイプである。
over－read一一一adv．十verb・。。…　　　　　　verb十adv．
（M．W．2．194）　C．1000，AElfric　Hom．
readover（through）　　‘toperuseヲ
up一はHarrisonによればOEに於ては語結合への傾向はなかったと云う
が，現代英語のupspringは本来（植物の）‘growヲの意味があり，upbraid
もOEに遡るので，少なくとも語結合への試みはかすかにあったと云える
のではないかと思うとMarchandは述べている。不変化詞が明らかに15世
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紀以前に動詞の前に置かれる事が確立されたと云う事も立証されている。し
かしMEの語結合の多くは詩の中にだけ現れると云う事も認めなければな
らない。そしてこれ等の動詞は全てラテン語の動詞からの翻訳である事を示
唆している。例えばupspringはLatinのsubcrescereでL．のsubは接
頭辞としてしばしば‘up’を意味する。他方OEの‘up’はラテン語の動
詞の意味がそれを認めた時はL．のex一，e一と翻訳したし，または‘uゴ
の概念を内包した単一のラテン語の動詞と共に翻訳上の要素として使われだ2♪
。up一は多かれ少なかれarchaicと云える。
uphoarded・一…　adv．十一ed　participle・・・…　　　　verb十adv．
（H．1．1．136）1591Spenser
squirrel　away　　　　　　　　　　‘to　store，to　hoard　up’
副詞＋動詞はOEに於て複合語を作る最も普通の方法であった。本来の英
語的なタイプの複合動詞は副詞が動詞より前に置かれるのである。複合動詞
のparaphraseの仕方に関しては他にも考えられると思うが，一応この小論
ではverb＋adv．（3例）またはverb＋adverbia1（4例〉の型が全体の63．
6％ある。英語に於て複合動詞は複合名詞より遙かに一般的ではない。
Noun　Compounds
Subject　an（1　verb
guts－griping一・…　verbal　noun十一ing　Participle
（T。V．1．18）　　　…subj．十be＋一ing　participle
guts　are　griping　　　　　　‘causing　Pain　in　the　bowels7
0r　（X）gripes　guts
様々にparaphraseが出来る扱いにくい複合語と云える。
Verbless
　次の4例は一見すると複合形容詞のように思われるかも知れないが，複合
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名詞と考えた。それは複合語の第二要素が純粋な本来の名詞であるか，また
は名詞のgenitiveで，動詞派生のものではない。
hold－door（trade）…deverbalnoun＋noun2（＋noun3）
（T．V．10．50）×　　　　…noun3十〇f十verbal　noun　in－ing十noun2
　　　　　　　　　　　　　　（attributiverelation）
the　trade　of　　　　　　　　‘the　trade　of　a　bawd　or　pimp’
holding　door
originally・。一・・〔10ing　certain　kin（1　0f　business　by　opening　and　shutting　door
目的語を後に従える動詞から成る複合名詞はかなり一般的で品格や名誉を傷
つける表現になりがちで，時々，限定的に使われる。この様な場合，動詞は
命令形が使われる。話し言葉に起源を持つ軽蔑的な複合名詞のタイプである。
both－sides（rogue）…adj．＋noun（genit．pl．）＋noun2　　（attributive）
（A．皿．3．219）　　　…adj．＋noun－ed　participle十noun2
double－tongued　rogue　　　　　‘fig．ヲdouble－tongued　or　double－hearted’
both　sidesの’sides’はgenitive　plura1と考えた。
似た表現にboth　sides　mouthが現代のidiomにある。意味はspeak　one
thing　to　one　person　and　another　thing　to　another　personである。
bitch－wolf　s（son）…noun1十noun2’s（十noun3）
（T．H．1．10）　　…noun3十〇f十noun1十noun，　　　　（attributive）
a　son　of　female　　　　　　‘female　wolfラ
wolf　　　　　　　　　　　　　fig．…　‘contemptuous，quite　insult，loose　or　a
　　　　　　　　　　　　　　　sensual　woman　not　married’
butter－woman’s（mouth）…noun1十noun2’s　（十noun3）
（A．W．1．41〉　　　　…noun3十〇f十noun1十noun2　　　　（attributive）
a　mouth　of　a　butter　　　　‘a　mouth　of　a　woman　who　sells　butterヲ
woman
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contextual　meaning…a　woman　who　gossips　or　Just　tells　a　lie
軽蔑的な形容辞である。　butter－mouthはattributiveでcontemptllous
epithetfor　aDutchmanとOEDにある。
combinate－husband…a（ij．十noun
（M．皿．1．221）
　　　　　　　　　　　　‘settled　by　contract，betrothed，promise〔1’
combinateの接尾辞一ateはラテン語の分詞に由来し，分詞の形容詞を形成
する。この接尾辞を含む語は不定詞と分詞の両方に使われ得る。他の分詞の
例としてcaptivate（・imprisoned）がある。全ての教養ある英国人がラテン
語を知っていた時代に於ては，この形態は稀ではない（3）。斯様に一ateはラ
テン語から採用した動詞の幾つかに於て本来ラテン語の過去分詞の語尾であっ
たもの，と名詞に附加されて形容詞を形成する接尾辞（つまり一edで例え
ばhaired　etc．）と云う二重の役割がある。ハイフンなしでも同じ意味であ
る。combinate　husbandはcombinated　husbandより，リズム的に好ましく
よりpoeticである。
even－Christen・。。adj．十noun
（H．V．1．29）×
　　　　　　　　　　　　‘fellow　Christianヲ
evenはこの場合は形容詞で‘fellow’の意味を持ち名詞に前置する。OED
にこの例はないが，似た例としてeven－disciple（servant）がある。
次の形容詞＋名詞の構造を持つ最初の2例はハイフンがあっても，ハイフン
無しで2語として考えてもよく，曖昧な複合語と云える。old　Editions（4）で
はハイフンはない。
tithe－woman…adj．＋noun
（A．1．3．83）×
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　　　　　　　　‘the　tenth　woman，and　a　woman　who　pays　the　tithe，
parcel－baw〔i…adj．十noun
（M．H．1．61）
　　　　　　　　‘half　baw（i，half　gilt’
cousin－german…noun十a（ij．……　　　　　adj．十noun
（T．W．5．121）Chaucer1386
　　　　　　　　‘firstcousin，sonofthefather’sbrotherorsisiter’
Norman　Frenchの法律用語に見られる型で，フランス系の統語法の影響を
示し，形容詞が名詞の後に来る。german－cousinと同じで‘german’を強調
する為に正規の語順を変えたと思われる。このようなタイプは全ての時代を
通じて英語に於ては比較的稀である。
whoremonger…noun1十noun2……　　　noun2十in十noun1　（objective　relation）
（M．皿．2．36）
a　trader　in　whores　　　‘one　who　converses　with　prostitutes　or　practises
　　　　　　　　　　　lewdnessラ
ーmongerはOEのmangereでmangiaゴtrade’に由来するagential　noun
で16世紀から一mongerは軽蔑的な語にだけ使われて来た。whoremongerは
1526年Tyndaleのfomicatorに対する訳としてキリスト教界で使われ始め
た（5ナ。
selfを用いた複合名詞は4例あり，最初の1例はobjective　relationで，他
の3例はattributive　relationでこれらの場合いづれもselfはgenitiveで
ある。Jespersenはselfのgenitiveの用法は稀であると云っている（6）。
Schmidtはこの用法をpronominal　adjectiveと考えている。
self－admission…noun1十noun2……　　　　　　verb十to十noun1
（T．H．3．165）×
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' self -ap probation ' admit to oneself 
nounl' s+adj. +noun2 self -assum ption" 'nounl + noun2" " " 
(T. ll.3. 123) X 
one' s own idea 'one' s own conception, conceit' 
1 2 nounl' s + noun2 self-breath"'noun +noun """ 
(T. ll.3. 170) X 
'one' s own words' one' s words 
breath= 'whisper, utterance, speech' 
self -of fences " ' nounl + noun2" " " noun2+-ed participle+adverbial 
(M. lll.2. 258) 1628 
'one' s own offences' offences committed by oneself 
.~i~~) 2f~Ul~ verbal noun in-ing+~IJ~~~)~i~~~~~t~~~rO~~~~~~~~l ~~~ ~~F~; c ~~ ~: 
~:.~~~eC 's' ~t4teJ;~0 ~5~ ~-~xru~~~f~~V~~~~~~~~~~~~). 
givings-out･･･verbal noun in-ing+' s+adv. """ verb+0bject 
(M. 1.4. 54) X 
to declare something 'anything uttered, assertion' 
bringings-forth･･･verbal noun in-ing+' s+adv. 
(M. lll. 2. 140) "'nounl+0f+noun2 
attainment of goals 'achievement' 
past- proportion" ' prep. + noun" " " adj. 
(T. ll.2. 29) 
over- proportioned ' immensity ' 
old Editions ~~j~/~4 7 ;/ i~t~~V~o Past l~ 'beyond the reach, range or 
compass of' ~~)~)o 
after-debts"'prep. +noun""" adv. +verb+0bject+adverbial 
(A. IV.3. 223) X 
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（X）never　pays　his　debts　　　‘debts　called　in　at　a　later　time，
after　he　makes　them
内容が凝縮されたかなりユニークなものと云える。Schmidtは多分そのハイ
フンはただのミスプリントだと云っている。
John－a－dreams…noun（prop．）＋prep．＋deverbal　noun……　　　adj．＋noun
（H．∬．2．571）　　　　　　‘dreamy，idle　fellow’
a　dreamy　fellow
a－dreamの‘a’は前置詞のonに由来し，最も古い語形成に於てはon＋
実詞であった。dreamは実詞と動詞が同じ形態なので，作られた語は動詞
に由来すると感じられ子音で始まる殆んど，どんな短い動詞からも自由に作
られ，叙述的に主語の後に置かれた場合は一種の分詞として使われた（7〉。固
有名詞が使われる例としては，Jackの方がより一般的であるように思われ
る（8〉。この問題劇の複合語一（三）一で扱った複合名詞は20例中11例がマイナ
スの意味内容を持っている。
皿．まとめ
　複合形容詞の中で最も多い語形成の型は名詞十分詞形（名詞十一囲ρ碗伽卿
を含む）で14例ある。名詞十一伽8勿痂o弼εと名詞十昭4ρ傭伽μ6が各々
7例づつである。名詞十一伽8餌痂6弼6の7例（9）の中で第一要素の名詞が
目的語の働きを為すものが6例，節にparaphraseされるものが1例である。
複合語の表現する対象が人間に関するものは3例，物に関する表現は4例
（動物1例，天体1例を含む）である。他方，名詞十昭4ρ碗伽μ6の構造
を持つ複合形容詞の7例（10）の中，第一要素の名詞が目的語の働きを為して
いるものが2例，前置詞を用いて句にしたり又は節にparaphraseされるも
のが5例である。人間に関する表現は6例，物に関しては1例である。名詞
十分詞形（十伽gρ傭伽伽の型と＋昭4p碗伽伽の型）の複合形容詞はそ
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の用法が目的語の場合とそれ以外の場合を含め，擬人法（4例）や比喩（8
例）が大多数で，全体（14例）の約85．7％を占めている。そして名詞の部分
が目的語である割合は57．1％で総体的に理解し易く好まれる複合語と云える。
これ等の複合形容詞は状況や動的状態を表現する描写力に秀で想像力に強く
訴える。これは複合形容詞の第一要素の名詞の持つ指示性や象徴性の豊かさ
に負う所が多く，これを巧みに最大限に用いて独創的に造語したのがシェイ
クスピアであった。代表的な擬人法の例はheaven－kissing（hil1）「Hamlet」，
back－wounding（calumny）一「Measure」であり，比喩的表現ではlife－render－
ing（pelican）一「Hamlet」，bull－bearing（Milo〉一「Troilus」でいづれも第一要
素の名詞の部分は目的語の働きをしている。節や句にparaphraseされる例
の擬人法としてfear－surprised（eyes）一「Hamlet」，wonder－wounded（hearers
二星）一「Hamlet」があり，比喩的な例としてpromise－crammed「Hamlet」，
beef－witted（lord）一「Troilus」，やsheep－biting（face）一「Measure」等があるQ
この小論に於ては名詞十一伽gρ碗伽卿の型の複合形容詞の方が，名詞十昭4
釦耽弼εの複合形容詞よりも一層表現力が豊かで描写も広範囲にわたり優
れているように思われる。4つの問題劇の中でこの名詞十分詞形の型の複合
形容詞が最も多いのが「Hamlet」で，全体の14例中の8例（’1）を占め，次い
で「Troilus」（3例），「Measure」（2例）そして「All」（1例）となって
いる。しかし複合形容詞全体では「Troilus」（31例）が最高で，「Hamlet」
（18例），「Measure」（11例），「All」（10例）となっている。　「Hamlet」に使
われている名詞十分詞形の型の複合形容詞の8例の中の4例が主人公のハム
レットの台詞に現れる。極めて長い57行のハムレットの台詞の中のpigeon－
livered（H．2．580）や37行の中のheaven－kissing（hill）（皿．4．59〉は非常
に重要な場面の台詞の中に使われている（12）。そして他の5行の台詞の中の
wonder－wounded（hearers）（V．1．251）や2行の台詞の中のpromise－crammed
（III．2．92）等もいづれも注目すべき場面で使われている（13）。他の登場人物
達一ホレーショウ（2例）一（H．1．2．203，H．IV．5．15）やレアティーズの
台詞（1例）（H．IV．5．145）の中の場合も同様で，「Hamlet」の複合形容
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詞の8例の中の7例迄が重要な表現として意図されている。概して「Hamlet」
で使われている複合形容詞には詩的な趣きのある文学的なものが多いように
思われる。
　複合形容詞が最も多く使われている「Troilus」の31例の中で，11例が明
確にマイナスの意味を持つ表現で，他の作品と比較して一番多い。マイナス
の表現の中で最も多い型の語形成は形容詞十名詞昭4ρ傭伽擁の並置結合
の型の4例でこの中の3例はサーサイティーズの痛烈な毒舌調の台詞の中に
現われる（’4，。又，名詞十名詞一召4釦痂oψZ8の型のbeef－witted（lord）（Troilus
H．1．13〉も同様にマイナスの表現である。これ等はいづれも「Troilus」
に於て強く感じられる冷笑的な雰囲気の醸成と関係しているように思われる。
形容詞十形容詞の型の複合形容詞は13例あり，「Troilus」が8例で最も多
い。次いで「Hamlet」（4例），「All」（1例）で「Measure」はゼロである。
この中でユニークな複合形容詞としてstubbom－chaste（T．1．1．99）や
dumb－discoursive（devil）（T．IV．4．90）はいづれも主人公のトロイルスが
愛人のクレシダについて述べる場面や彼女に語りかける意味深い台詞の中で
使われている微妙なニュアンスを帯びた複合語である。またdespiteful－gentle
（greeting）（T．W．1．34）とnoblest－hateful（love）（T．IV．1．35）は一連の
パリスの台詞の中に共に現われ，多分に皮肉で知的な感じのする複合形容詞
である。
　形容詞／副詞十一顔ρ副伽卿の型の場合，物に関する表現が3例，擬人
法が2例，人問に関するものが1例で，意味内容がマイナスのものは擬人法
の1例と人間に関する1例である（15）。他方，形容詞／副詞十一伽g釦γ‘伽PJ召
の型の複合形容詞は，物に関しては2例ある。人間に関する表現の4例（身
体の一部分も含む）のうち3例がマイナスの意味を持つ語で，これら2つの
型の複合形容詞を総合すると，人間に関する表現の5例中4例がマイナスの
意味を伴う語である。物に関してはマイナスの意味の表現は5例中1例であ
る（16）。側副＋昭4鋤‘伽卿の型が現われるのは16世紀に於てであると云われ
ているが（17），シェイクスピアの全作品の中では70例あり，この小論では7例
37
使われている。そのうち最も多いのが「Measure」（3例）で，次いで「All」
（2例）そして「Hamlet」（1例）と「Troilus」（1例）である。「Measure」
で使用されている3例はwell－defended（honour）一（M．V．1．398，公爵），
well－wished（king）一（M．1．4．27，アンジェロ）とwell－warranted（cousin）一
（M．V．1．250，公爵〉であり，1例あるω6∫1＋一伽g釦痂oψ∫εのwell－seem－
ing（Angelo）一（M．皿．1．221）も公爵の台詞に見られる。この様に非常に重
要な登場人物達の台詞に現われている。他の作品に於ても大体同様の事が云
える。pastが複合語の構成要素として使われている例はシェイクスピアで
は極めて少なく全ての作品の中で複合形容詞が「All」で2例と複合名詞の
「Troilus」の1例（T．II．2．29）だけでこれ等も主要な登場人物達によっ
て使われている（18）。ユリシーズの台詞の中の●fat－already（pride）（T．II．3．
193）やポローニアスの台詞の中のnew－hatched－unfledged（courage）（H．
1．3．65）やtragical－comical－historical－pastoral（H．lI．2．404）は珍しい
語形成の複合形容詞と云える。
　シェイクスピアは複合形容詞の造語と使用に於て極めて多彩である。好ま
しい文学的な香りも高く叙情性に富む美しい複合形容詞がある一方，皮肉や
不快感を与えるような複合形容詞も登場する。マイナスの概念やイメージを
与える複合形容詞の中にはその場だけの使用の為に創造されたと考えられる
ものもある。シェイクスピアの複合形容詞の中には，そのコンテクストから
独立して，自由に使用され得るような独創的で優れた，表現力の豊かな複合
形容詞も幾らかあるように思われる。
　複合動詞の第一要素がout一は4例，over一（oPerを含む）は6例，up一は
1例である。「Troilus」が4例，「Hamlet」は3例，「Measure」と「All」
がそれぞれ2例である。この小論で扱っている複合動詞の11例中の8例がプ
ラスの意味を持つ複合語である。複合動詞の中で有名な例はout－herods
（Herod）（H．皿1．2．14，ハムレット）で，似た表現としてout－villained（villainy）
（A．IV．3．269，領主）があるが，他にはこの型の複合動詞はシェイクスピ
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アには見当らない。
o’er－crows（H．V．2．352）はcockfightingに由来する珍しい複合動詞で
これはハムレットが死ぬ直前のクライマックスの場面に現われる　　O，I
die，Horatio，The　potent　poison　quite　oタ6γ一〇zo”s　my　spirit…。複合動詞の
11例中10例迄が各々の劇の非常に重要な登場人物達によって使われている（19〉
。しかし複合動詞を使用する登場人物達のメンバーは複合名詞や複合形容詞
の場合と必ずしも全てがオーヴァラップしているわけではない。
　複合名詞は概して第一要素が目的語のものが多く全部で18例あるが，その
うちの9例は複合語の第二要素がα8傭翻η0協伽一〇7である。その9例の
中の7例がマイナスのイメージや意味内容を持つ語である。「Hamlet」で語
尾に一makerのつく複合名詞の3例一jig－maker（皿．2．123），grave－makers
（V．1．30〉，gallows－maker（V．L43）はいづれもマイナスの意味をこめ
て，ハムレット，道化役者1，道化役者2が使っている。「Troilus」では
毒舌家のサーサィティーズの1例一idiot－worshippers（V．1．7〉とアキリー
ズの1例一boy－queller（V．5．47）であり，「Measure」ではイザベラの一
virgin－violator（V．L41）とエルボウの一whoremonger（III．2．36）であ
る。「Troilus」に於ける複合名詞の総数20例中サーサィティーズは6例と
最も多く使用している。この6例のうち5例がマイナスの表現である。彼は
「Troilus」では脇役の人物であるが，彼の吐き出す毒舌，嘲笑的な台詞は
この劇の一種独特の醒めたシニシズムと深く関係している。次いでユリシー
ズの5例，パンダラスの4例等であるが，それ等もどちらかと云うと批判的
な言辞の中に出てくる。パンダラスのhold－door（trade）（V．10．50）やgo－
ers－between（皿．2．200），brokers－between（皿．2．202）はpanderを意
味し，自嘲気味に使われることもあり，一般的でない複合名詞である。
　「All」に於ける複合名詞の11例中10例が語形成の観点から考えるとverbless
に属するが，これは他の3つの問題劇の場合とは著しく異なり，あまり一般
的でない傾向である。paraphraseの場合，10例中5例が前置詞のfor（2
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例），of（2例），at（1例）を補う必要がある（20）。4つの問題劇の複合名詞
の中で前置詞を補って考える必要のあるものは19例（27．1％）で‘for’6
例，‘of’5例，‘atヲ4例，‘like’2例，‘in’1例と‘oガ1例で，特に
‘hkeラを補って考えるsnow－broth（アンジェロの人物評）はユニークで
秀れた複合名詞と云われている。複合語の第一要素がselfのものは複合名
詞では4例，複合形容詞では1例ある。複合名詞の3例と複合形容詞の1例
が属格用法である。シェイクスピアに於けるselfの使用の総数は29例であ
る。複合名詞の第二要素の名詞が属格の2例　　bitch－wolf’s（son）一（T．H．
1．10）とbutter－woman’s（mouth）（A．W．1．41）は稀な複合語でいづれも
マイナスの表現である。John－a－dream（H．1．2．570〉の型はシェイクスピ
アでは珍しい。after－debts（A．IV．3．223）はparaphraseのしにくい曖昧
な複合語である。
　4つの問題劇の複合名詞は全部で70例あるが，最も多く使われているのが，
「Hamlet」（21例）で次いで「Troilus」（20例〉「Measure」（18例）そして
「All」（11例）である。「Hamlet」では21例中14例が主人公のハムレットの
台詞の中に使われ，他の登場人物達とは比較にならない程多い（道化役者1
（2例），亡霊（1例），クローディアス（1例），ポローニアス（1例），オ
フェリア（1例），道化役者2（1例））（21）。これ等もまた大体，重要な場面
や注目すべき内容の台詞の中で使われている。
　これら一連の小論（22）で見られるこれ等の複合語は個々にとり上げて考え
られる時，一見何の変哲もないと思われる様なものが多いが，いったんその
コンテクストの中で考えられる時，俄然光を放ち，かけがえのない価値を帯
びてくるのは全く不思議とさえ思われる。シェイクスピアが如何に複合語を
大切な効果的な表現手段と考えて使用していたかが十分に推察される。オフェ
リアの台詞に現われるprimrose　pathは広く一般に定着している有名な複
合名詞の例である。シェイクスピアの劇の登場人物の中で，最も有名で最も
人々に愛されている主人公のハムレットは複合形容詞や複合動詞も含めた複
合語全般にわたって複合語を最も多く使用しており，その作品の秀逸な高い
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芸術性はその表現の卓越さと関連し，また知的で陰騎のある主人公のパーソ
ナリティとも深く関係している。複合語の使用はV．Salmonが指摘してい
る如く，韻律上の必要性からと云う事も考えられる。劇的効果の為には，何
よりも簡潔で表現力が豊かで強力に訴えかける言語が必要である。複合語が
かなり複雑で高度な内容のもの，例えば比喩や隠喩的なものまでも十分に表
現し，言語上の制約も少なく，かなり自由に思いきった造語や使用が可能だっ
た当時の言語状況の中で，シェイクスピアが複合語と云う，言語の1つのジャ
ンルに於て，その創造のわざを究極にまで追求していったであろう事は想像
に難くない。そして当時の英国に於て複合語は伝統的に1つの詩的な言語だっ
たのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1992年6月一
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(11) 
(12) 
/77~~~^~~Xl~~~l~ paraphrase l~tL~, )~f~,~}Cr~~t~)~~~~:~~4~U (~r~1~~)-~~~A~i ~f)' 
peace-parted(soul) - (H. V.1. 232-~tR~{~'R(<), fear-surprlsed(eyes) (H 1 2 203 
I~~)~Y~) beef wrtted(10rd) (T ~ 1 13 ~tn~~((R(~) prgeon hvered (H. ll.2. 580-
~tn~~(R(<).4~~ paraphrase ~tL~~jCr~~t~)~~~~~: (~f~l~~~'E~t tr) I ~~ : wonder-wounded 
(hearers=~~) - (H. V.1. 251 t~E*')~Y~) 
ibid, (9), (10) ~;~~_=~~~ 
H. ll.2. 552 609~) I~~~~ ~t 
H. EI. 4. 
Hamlet. ････ ･-am I a coward? 
Who calls me villain, breaks my pate across, 
Plucks off my beard and blows it m my face, 
Tweaks me by the nose, gives me the lie i' th' throat 
As deep as to the lungs? who does me thrs? 
Ha, ' swounds, I should take it: for rt cannot be 
But I am pegeon-livered, and lack gall 
To make oppression bitter, or ere thrs 
I should ha' fatted all the region kites 
With this slave' s offal. 
52-87a) I ~E ~f~Et. 
Hamlet. Cleads her to the portraits on the wall] . Look 
here, upon thrs prcture, and on thrs, 
The counterfeit presentment of two brothers. 
See what a grace was seated on this brow-
Hyperron' s curls, the front of Jove himself, 
An eye Itke Mars to threaten and command, 
A station like the herald Mercury, 
New-lighted on a heaven-kisstng hill, 
A combination and a form mdeed, 
Where every god did seem to set his seal 
To give the world assurance of a man. 
(13) H. 
H. 
V. 
~. 
1. 
2. 
248-252~) I ~~ ~i--~'~'*~t 
Hamlet: "" "whose phrase of sorrow 
Conjures the wand' ring stars, and makes 
Lrke wauder-woulrded hearers? This is I, 
Hamlet the Dane. 
91-92 Hamlet: Excellent i' faith, of the chameleon 
them stand 
s dish, I eat 
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the air, promtse-crammed-you cannot feed capons so. 
(14) t~~--'~"-"-'n~~ ' f~~~~~U(7)~'~~~~~-(1)- p.47 ~'.'~;~~+~~;~~-ed participle a)j~i~~~,~"~~r~~~~(7) 
4 ~J : sodden-wrtted (10rd) (T. II . 1. 42, ~~-~~4 ~ 4 -;~:) , short-armed (ignorance) 
(T. ll.3. 14, H~-rl~4 ~4 -;~), false-hearted(rogue) (T. V.1. 86, ~-~~4 f4 -
;~), great-sized(coward) - (T. V.10. 26, h T~~)V;~) 
(15) t~"'R-'-'-nfl~ ' f~~~~~'.El~~Ua)~~:*~~~~~-(-)- p.63, 64, -(1)- p.48 ~i.･'~;~~/~IJ~~+-ed 
particlple ~) 6 ~~ : ~~~Cr~1~~)~~~~~ 3 ~g-long-contmued (truce) (T. I . 3. 262), true-
meant(design) (M. I . 4. 55) , high-repented (blames) (A. V.3. 36) . t~E")~~~ 2 ~~-
free-footed (H. lll.3. 26, 74~;~~)~:p~~), half-supped(sword) (T. V.8. 19). )~ 
fA~ICf~~~t~)~~~~~l~~ outward samted(deputy) (M ~l 1 89 74l~;~~)-*'*p~~) 
(16) *~-R'-"'--n~~ ' f*i~~:~Ua)~~~*~~~~~-(-)- p.63 ~.･'~~~/~IJ~~+-ed participle a) 6 ~~ : ~V 
}Cf~~t~)~~~~1 2 ~lJ-all-bindmg(1aw) (M. II . 4. 94, 74 i~;~a)~:P~) , deep-drawing 
(barks) (T. I . 1. 12). )~f~~eCf~~t~)~~~~! (~rf~~)-~~/7J~~~A~~t,) 4~~-~shrill-sound-
ing(throat) (H. I . 1. 151 74i~;~~)*'*~p~) crafty sweanng(rascals) (T V 4 9 
74~;~a)<*** ~~) hrgh soarmg (T. IV.4. 124) , double-meaning(prophesier) (A. IV. 
3. 97, 74~;~a)~:P~l~). ~:}C ibid. (15) ~~~-=~~~. 
(17) M ;~r7 l;~~ rJ~])~f/~:;~~~:~:~~~~~~tJ 1980 p.23 
(18) tWp-'i~~'~'-~ ･ f~~~;~IJa)~~:*~~~~L(1)- p. 54 past ~,f~IV~f*-~~:*~~~-･-･~'-p~a)~~ : ~~:A~'~~~;~~ 2~li 
-past-cure(malady) (A. II . 1. 121-EE~1~) , past-saving(slave) (A. IV.3. 137, /~-
h ~~). ~~:*~~~~;~~a) I ~~-past-proportion (T. ll.2. 29, h 1:74 )V;~). 
(19) ~~:*A~l~i ~(7)1l~li~'~tL~:4~~FJ Uf,_-)1~~~ : out-herods(Herod) (H. IE:.2. 14, /¥~ l/ 'y 
h), o'er-crows (H. V.2. 352, /¥~l/'7 h), uphoarded (H. 1.1. 136, ~~L/-~/s 
~7), outfly (T. ll.3. 115, 7)if;(l~) ;/), overhold (T. ll.3. 132, 7)if)(~) ;/), 
o'er-wrested (T. 1.3. 157, ~]) -~/-;~:), outswell (T. IV.5. 9, ~L4 ~;~ y ~r;~~~ 
), overweigh' (M. ll.4. 157, 7 :/-')~:L~~), over-read (M. IV.2. 194, /~~~~!t), out-
vlllained(vrllainy) (A. IV.3. 269 ~~EE) over pay (A lll 7 16 ~~~~) 
(20) t~ -~~~ Dma ~~;~~=-~~lJ~)~:A~~~_(_)_ p.60, 61, 62 ~:-==~~. ~' ~Q 
(21) rHamletJ eC~~･. e~;~~~:*A~li~;~~ (~i"^*'*,~C2l~~) ~ ~~)4~;~l~~ : /¥~ I/ y h (7)14~~ : heart-
ache (m.1. 62), head-shake (1.5. 174). Jig-maker (lll.2. 123), town-crier 
(lll.2. 4), uncle-father (ll.2. 379), aunt-mother (ll.2. 380), dumb-show (m. 
2. 12) (1561~E) jaw-bone (V.1. 77), bung-hole (V.1. 199), shrivmg-time (V. 
2. 47), beer-barrel (V.1. 206) , school-fellow (lll.4. 203), sea-gown (V.2. 14) , 
John-a-dreams (ll.2. 571). ~~:4~f'x'+~~t I a) 2~~ : grave-makers (V. 1. 30), even-
chrrsten (V. 1. 29). ~~:4~4'x!t~~2 a) I ~~ : gallows-maker (V. 1. 43). ;~7J: 1) 7~) 
1 ~~ : primrose path ( I . 3. 50) . It~~~'-=~~'~) I ~~ : prison-house ( I . 5. 14) . ;~'~J-:~ 
7;~a) I ~O : queen-mother (~. 1. 185). ~f ~l -'~'T'4 7;~~) I ~~ : murdering-piece 
(IV.5. 94). 
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(22) t~~~~'-'..~-,po ' F~,~~I~Ua)~;A--･~'-~:--(-)- - - -(E~)-. , (~) , r:' p~ 
~ a)/j~~~0)~:'~l~ 4 O(7)FF$~~1~Ue~ rHamletJ ,~A~~I~4~!J~~Ji, rTroilusJ , rAll 
~~~ rMeasureJ ~~tL~s~L~~~~E~f,_-. 
Verb Compounds 
But his evasion, winged thus swift with scorn, 
Cannot outfly our apprehensions. (T. II . 3. 115) 
Blow, villain, till thy sphered bias cheek 
Outswell the choller of puffed Aquilon. (T. IV.5. 9) 
I would have such a fellow whipped for o' erdoing 
Termagant, it out- herods Herod, pray you avoid it. (H. m.2. 14) 
He hath out-villained villainy so far, that. . . (A. IV.3. 269) 
O, I die, Horatio, 
The potent poison quite o'er-crows my spint, (H. V.II. 352) 
My vouch against you, and my place i' th' state, 
Will so your accusation overweigh, . . (M. II . 4. 157) 
Go tell him thrs, and add 
That if he overhold his price so much. . . (T. II . 3. 132) 
And let me buy your friendly help thus far, 
Which I will over-pay and pay again. . (A. lll.7. 16) 
Such to-be-pitied and o'er-wrested seeming 
He acts thy greatness in; (T. I . 3. 157) 
; you shall anon over-read it at your pleasure: (M. IV.2. 194) 
Or if thou hast uphoarded in thy life 
Extorted treasure m the womb of earth, (H. I . 1. 136) 
Noun Compounds 
Why, his masculine whore. Now, the rotten 
diseases of the south, the guts-griping, ruptures, catarrhs, (T. V.1. 18) 
Brethren and sisters of the hold-door trade, 
Some two months hence my will shall here be made. (T. V. 10. 50) 
Damnable both-sides rogue.! (A. rv.3. 219) 
Thou bitch-wolf's son, canst thou not hear? (T. II . 1. 10) 
Tongue. I must 
put you into a butter-woma,e's mouth, and buy myself. . . (A. IV. 1. 41) 
. . . . : with him the portion and sinew of her fortune, her marriage-
.... (M.llJ.1. 221) dowry: with both, her combinate-husband, 
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. . . that great folk should have countenance m this world 
(H. V.1. 29) to drown or hang themselves more than therr even-Chr~sten. . . 
. . . . . . . we* d find no fault with the tithe-
woman, rf I were the parson. (A. I . 3. 83) 
He sir? a tapster, srr: parcel-bawd' (M. II . 1. 61) 
Thou art, great lord, my father' s sister' s son, 
a cousin-german to great Priam' s seed; (T. IV. 5. 121) 
. . . : if he be a whoremonger. and comes before him, (M. lll.2. 36) 
. . . . Wrthout observance or respect of any, 
In will peculiar and m self-admcssoon. (T. II . 3. 165) 
. . . if you do say we think him over-proud 
(T. II . 3. 123) And under-honest, in self-assumption. . . 
And speaks not to himself but with a pnde 
That quarrels at self- breath: (T. II . 3. 170) 
More nor less to others paying, 
Than by self-offences weighing. . . (M. Hl. 2. 258) 
By those that know the very nerves of state, 
His givings-out were of an infimte. . . (M. I . 4. 54) 
. . . . . Let him be but testimonied in his own 
bringilcgs-forth, and he shall appear to the. . . (M. ~J.2. 140) 
. . . Will you with counters sum 
(T. ll.2. 29) The past-proportion of his infinite, . . . 
He ne' er pays after-debts, take rt before. (A. IV.3. 223) 
...; yet I, 
A dull and muddy-mettled rascal, peak 
Like John-a-dreams, unpregnant of my cause, . . . (H. II . 2. 571) 
Texts : 
Hamlet. Troilus and Cressida. All's Well that Euds Well. Measure for Measure 
(The New Shakespeare Cambrrdge Unrv. Press) 
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